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こ
の
た
び
、
沖
縄
を
担
当
す
る
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
に
就
任
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
沖
縄
に
は
、
趣
味
の
ス
キ
ュ

ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
楽
し
む
た
め
な
ど

に
、
度
々
訪
れ
て
お
り
ま
し
た
。
沖
縄

は
、
個
人
的
に
も
大
好
き
な
場
所
で
あ

る
と
と
も
に
、
当
時
か
ら
国
と
し
て
重

要
な
政
治
課
題
を
抱
え
る
場
所
だ
と
感

じ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
沖
縄

と
い
う
国
政
上
重
要
な
課
題
を
担
当
す

る
大
臣
に
就
任
し
た
こ
と
は
、
大
変
光

栄
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
責
任
の
重
さ

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
ま
す
。
 

沖
縄
担
当
大
臣
に
就
任
す
る
に
当
た

っ
て
の
私
の
基
本
的
な
認
識
は
、
本
土

へ
の
復
帰
以
来
、
政
府
は
沖
縄
の
振
興

開
発
の
た
め
の
諸
施
策
を
積
極
的
に
進

め
、
そ
の
結
果
、
施
設
整
備
面
を
中
心

に
次
第
に
本
土
と
の
格
差
が
縮
小
す
る

な
ど
、
着
実
に
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
観
光
や
Ｉ
Ｔ
産
業
の
振
興

な
ど
に
お
い
て
も
、
一
定
の
成
果
を
上

げ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
今
日
な
お
、

沖
縄
の
社
会
経
済
は
、
県
民
所
得
の
低

さ
や
失
業
率
の
高
さ
に
示
さ
れ
る
よ
う

に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
産
業
の
振
興

や
雇
用
の
創
出
な
ど
、
自
立
型
経
済
の

構
築
に
向
け
た
一
層
の
取
組
が
重
要
で

あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
本
年

度
は
、
沖
縄
振
興
計
画
期
間
10
年
の
中

間
年
度
で
あ
る
５
年
目
と
い
う
節
目
の

年
で
あ
り
、
今
後
の
新
た
な
る
発
展
に

向
け
て
、
各
種
産
業
の
一
層
の
振
興
、

そ
れ
を
支
え
る
人
材
の
育
成
や
科
学
技

術
の
振
興
な
ど
に
、
沖
縄
県
や
市
町
村

と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
私
は
、
以
前
経
済
産
業
副
大
臣
を

し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
世
界
か
ら
注

目
さ
れ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
沖
縄

に
お
い
て
、
私
自
身
の
経
験
も
役
立
て

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

沖
縄
は
、
５
５
０
万
人
（
昨
年
）
も

の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
日
本
を
代
表

す
る
観
光
地
の
一
つ
で
す
。
こ
の
人
気

の
理
由
は
、
美
し
い
エ
メ
ラ
ル
ド
ブ
ル

ー
の
海
、
生
態
系
の
違
う
エ
キ
ゾ
チ
ッ

ク
な
自
然
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
溢
れ
る

お
も
て
な
し
、
独
特
の
文
化
な
ど
多
く

の
魅
力
に
満
ち
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
沖
縄
観
光
の
魅
力

を
最
大
限
に
生
か
し
な
が
ら
、
沖
縄
観

光
の
一
層
の
振
興
を
図
る
た
め
、
多
様

化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
通
年
型
・

滞
在
型
の
質
の
高
い
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト

地
の
形
成
に
向
け
て
、
精
一
杯
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
 

Ｉ
Ｔ
産
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

空
き
施
設
の
整
備
や
人
材
育
成
、
税
制

上
の
措
置
を
行
う
な
ど
、
重
点
的
な
取

組
を
進
め
て
き
た
結
果
、
こ
の
10
年
で

１
０
０
社
以
上
の
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
が
沖

縄
に
新
規
立
地
し
、
１
万
人
以
上
の
新

規
雇
用
が
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
沖
縄
が
ア
ジ
ア
の
Ｉ
Ｔ
産
業
を

リ
ー
ド
す
る
よ
う
な
、
高
度
な
Ｉ
Ｔ
産

業
の
振
興
を
進
め
る
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
民
間
企
業
か
ら
の
ア

イ
デ
ア
を
踏
ま
え
、
沖
縄
で
高
度
な
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
を
行
え
る
拠
点
整
備

を
行
う
「
沖
縄
Ｉ
Ｔ
津
梁
パ
ー
ク
構
想
」

と
い
う
プ
ラ
ン
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
 

沖
縄
の
離
島
に
つ
い
て
は
、
自
然
や

伝
統
文
化
な
ど
多
く
の
魅
力
が
あ
り
ま

す
が
、
「
島
ち
ゃ
び
」
と
い
う
言
葉
が

あ
る
よ
う
に
、
物
価
が
高
い
、
高
度
な

医
療
機
関
が
な
い
と
い
っ
た
離
島
な
ら

で
は
の
苦
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。
総
合

病
院
が
あ
る
の
は
石
垣
島
、
宮
古
島
及

び
久
米
島
だ
け
で
す
。
そ
の
た
め
、
特

に
医
師
の
確
保
な
ど
医
療
面
の
心
配
を

除
い
て
い
く
こ
と
を
優
先
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

各
島
は
個
性
的
で
魅
力
あ
る
地
域
資
源

を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
地
域
の
特

性
を
活
か
し
た
特
産
品
の
開
発
な
ど
、

地
域
振
興
に
つ
な
が
る
支
援
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
 

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
構
想
は
、

世
界
最
高
水
準
の
自
然
科
学
系
の
大
学

院
大
学
を
沖
縄
に
設
立
し
よ
う
と
い
う

も
の
で
す
。
沖
縄
の
振
興
は
も
ち
ろ
ん
、

世
界
全
体
の
科
学
技
術
の
発
展
に
も
貢

献
で
き
る
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
夢
の
あ
る
構
想
を
前
進
さ
せ
、
世

界
に
誇
れ
る
す
ば
ら
し
い
も
の
を
作
っ

て
い
き
た
い
で
す
。
 

 

高 市 早 苗 
 

就
任
の
ご
挨
拶 たか　　いち　　 さ　     なえ 

し
ん
り
ょ
う
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沖
縄
の
社
会
資
本
整
備
に
つ
い
て
は
、

自
然
環
境
に
配
慮
し
沖
縄
ら
し
い
風
景

を
活
か
し
つ
つ
、
那
覇
空
港
の
将
来
展

開
へ
の
検
討
や
新
石
垣
空
港
、
那
覇
空

港
自
動
車
道
と
い
っ
た
空
港
、
港
湾
、

道
路
な
ど
の
交
通
体
系
の
整
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、
台
風
や
大
雨
に
よ
る
災

害
な
ど
に
対
処
す
る
防
災
・
減
災
対
策
、

離
島
架
橋
、
文
教
施
設
、
医
療
体
制
の

整
備
な
ど
生
活
環
境
の
基
盤
整
備
を
、

こ
れ
か
ら
も
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

基
地
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、
沖

縄
に
お
け
る
米
軍
の
存
在
が
、
我
が
国

の
安
全
及
び
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の

平
和
と
安
定
に
貢
献
す
る
一
方
で
、
在

日
米
軍
施
設
・
区
域
の
75
％
が
沖
縄
に

集
中
し
て
お
り
、
県
民
の
皆
様
に
大
き

な
ご
負
担
を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
。
沖

縄
に
お
け
る
米
軍
施
設
・
区
域
の
整
理
・

縮
小
は
、
県
民
の
過
重
な
基
地
負
担
を

軽
減
す
る
と
と
も
に
、
土
地
の
有
効
利

用
や
自
立
型
経
済
の
発
展
を
図
る
観
点

か
ら
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
特
に
、
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
・

返
還
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
設
置
さ
れ

た
協
議
会
な
ど
の
場
で
、
沖
縄
を
担
当

す
る
大
臣
と
し
て
、
沖
縄
と
の
橋
渡
し

役
を
務
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
跡
地
対
策
、
北
部
振
興
、
基
地
所

在
市
町
村
の
振
興
に
つ
い
て
も
、
地
元

の
要
望
を
お
聞
き
し
な
が
ら
着
実
に
推

進
い
た
し
ま
す
。
県
民
の
皆
様
の
ご
負

担
を
軽
減
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
 

多
く
の
沖
縄
の
県
民
の
皆
様
の
声
を

し
っ
か
り
伺
い
、
新
し
い
可
能
性
も
見

つ
け
な
が
ら
沖
縄
の
発
展
の
た
め
努
め

て
い
き
ま
す
。
 

 

 

　
平
成
５
年
衆
議
院
議
員
選
挙
で
初
当

選
。
平
成
９
年
衆
議
院
決
算
委
員
会
理

事
、
平
成
10
年
衆
議
院
決
算
行
政
監
視

委
員
会
理
事
、
同
年
通
商
産
業
政
務
次

官
、
平
成
11
年
衆
議
院
災
害
対
策
特
別

委
員
会
理
事
、
平
成
12
年
衆
議
院
科
学

技
術
委
員
会
与
党
筆
頭
理
事
、
平
成
13

年
衆
議
院
文
部
科
学
委
員
長
、
平
成
14

年
衆
議
院
日
本
国
憲
法
に
関
す
る
調
査

特
別
委
員
会
小
委
員
長
、
同
年
経
済
産

業
副
大
臣
を
歴
任
。
平
成
18
年
安
倍
内

閣
に
お
い
て
、
沖
縄
及
び
北
方
対
策
を
担

当
す
る
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
に
就
任

（
９
月
26
日
付
け
）
。 

　
奈
良
県
出
身 

　
平
成
18
年
９
月
27
日
付
け
で
、

沖
縄
及
び
北
方
対
策
を
担
当
す
る

内
閣
府
副
大
臣
に
、
平
沢
勝
栄
氏

が
就
任
さ
れ
た
。  

　
平
成
８
年
衆
議
院
議
員
選
挙
で

初
当
選
。
平
成
13
年
防
衛
庁
長
官

政
務
官
、
平
成
15
年
総
務
大
臣
政

務
官
、
平
成
17
年
衆
議
院
北
朝
鮮

に
よ
る
拉
致
問
題
等
に
関
す
る
特

別
委
員
長
を
歴
任
。
平
成
18
年
安

倍
内
閣
に
お
い
て
、
内
閣
府
副
大

臣
に
就
任
。 

　
東
京
都
出
身 

 

　
平
成
18
年
９
月
27
日
付
け
で
、

沖
縄
及
び
北
方
対
策
を
担
当
す
る

内
閣
府
大
臣
政
務
官
に
、
谷
本
龍

哉
氏
が
就
任
さ
れ
た
。 

 

　
平
成
12
年
衆
議
院
議
員
選
挙
で

初
当
選
。
平
成
15
年
衆
議
院
国
際

テ
ロ
リ
ズ
ム
の
防
止
及
び
我
が
国

の
協
力
支
援
活
動
並
び
に
イ
ラ
ク

人
道
復
興
支
援
活
動
等
に
関
す
る

特
別
委
員
会
委
員
、
同
年
衆
議
院

外
務
委
員
会
理
事
、
平
成
17
年
衆

議
院
総
務
委
員
会
理
事
を
歴
任
。

平
成
18
年
安
倍
内
閣
に
お
い
て
、

内
閣
府
大
臣
政
務
官
に
就
任
。 

　
和
歌
山
県
出
身 

 

副大臣及び大臣政務官のプロフィール 

ひ
ら
　
さ
わ
 
 
か
つ
 
え
い
 

た
に
　
も
と
　
　
た
つ
　
や
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経済産業部 

　
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
型
産
業
振
興
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
期
目
（
２
０
０
２

年
度
〜
２
０
０
５
年
度
）
に
お
け
る

情
報
関
連
産
業
分
野
で
の
取
り
組
み

は
、
主
に
県
内
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業

や
コ
ン
テ
ン
ツ
業
の
支
援
を
中
心
と

し
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
情
報
通
信

産
業
は
沖
縄
振
興
計
画
に
お
い
て
、

観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
産
業
に
つ
ぐ
新
た

な
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
と
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で

の
基
盤
整
備
や
企
業
誘
致
な
ど
様
々

な
支
援
や
関
係
者
の
努
力
に
よ
り
大

き
く
躍
進
し
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
の
集
積
は
国
内

最
大
規
模
に
ま
で
進
展
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
う
い
っ
た
状
況
に
鑑
み
、
当
ビ

ジ
ョ
ン
で
は
、
今
後
、
情
報
サ
ー
ビ

ス
産
業
を
含
ん
だ
総
合
的
な
情
報
産

業
振
興
を
図
り
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業

や
コ
ン
テ
ン
ツ
業
と
い
う
Ｉ
Ｔ
・
ソ

フ
ト
産
業
と
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
情
報
サ
ー
ビ

ス
産
業
が
高
度
で
多
様
な
連
携
を
有

す
る
Ｉ
Ｔ
ア
イ
ラ
ン
ド
の
実
現
を
目

指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
以
下
に
、

新
事
業
創
出
や
競
争
力
強
化
を
図
る

た
め
の
連
携
を
促
進
す
る
た
め
の
具

体
的
な
取
組
や
推
進
体
制
等
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

     

（１） 

Ｉ
Ｔ
・
ソ
フ
ト
産
業
分
野 

①
目
標 

・
高
度
支
援
産
業
と
し
て
の
成
長
・

拡
大 

・
競
争
力
あ
る
集
積
の
実
現 

②
今
後
の
取
組 

　
本
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、

人
材
の
確
保
や
経
営
の
改
善
等
に
よ

る
産
業
の
高
度
化
を
図
る
こ
と
や
、

Ｉ
Ｔ
人
材
の
ス
テ
イ
タ
ス
向
上
、
各

企
業
に
お
け
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
向
上
、
企
業
間
連
携
に
よ
る
新

商
品
開
発
促
進
な
ど
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
解
決
に
向
け
企
業
間
連
携
及
び

広
域
連
携
の
促
進
や
人
材
高
度
化
に

向
け
た
取
組
を
実
施
し
ま
す
。 

 

(２) 

情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
分
野 

①
目
標 

・
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
集
積
拡
大 

・
地
元
企
業
と
の
連
携
及
び
周
辺

産
業
創
出 

②
今
後
の
取
組 

　
本
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
と

地
元
企
業
と
の
連
携
促
進
や
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
の
人
材
確
保
の
支
援
な

ど
を
行
い
ま
す
。 

　
具
体
的
に
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
等
の
情
報
サ
ー
ビ

ス
産
業
と
地
元
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
コ

ン
テ
ン
ツ
系
企
業
の
連
携
に
係
る
課

題
や
可
能
性
を
明
ら
か
に
し
、
両
者

の
連
携
に
向
け
た
取
組
を
実
施
し
ま

す
。 

　
ま
た
、
大
規
模
な
雇
用
が
期
待
さ

れ
る
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
人
材
確
保

の
た
め
、
沖
縄
県
と
連
携
し
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
業
務
の
理
解
を
深
め
魅

力
あ
る
業
種
と
し
て
の
知
名
度
を
高

め
る
各
種
周
知
事
業
や
、
即
戦
力
人

材
の
提
供
を
可
能
と
す
る
各
種
人
材

育
成
事
業
を
実
施
し
ま
す
。 

 

1
特集 

経済産業部では、沖縄における産業クラスター計画の2006年度から5年間の成長戦略をとりまとめた
『ＯＫＩＮＡＷＡ型産業振興プロジェクト中長期ビジョン』を今年3月に策定しました。 
そこで、本特集では、当ビジョンの内容を5回（第1回：全体計画、第2回：健康産業成長戦略、第3回：情報産
業成長戦略、第4回：加工交易型産業成長戦略、第5回：環境関連産業成長戦略）に分けてご紹介しています。 
今回は、第3回目にあたる情報関連産業分野の成長戦略についてご紹介します。 



経済産業部 

【
広
域
的
新
事
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
拠
点
重
点
強
化
事
業
（
拠
点
強
化

事
業
）
の
取
組
】 

 

経
済
産
業
部
で
は
、
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ

Ｗ
Ａ
型
産
業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
中
核
的

役
割
を
担
う
事
業
者
（
推
進
組
織
）

と
連
携
し
、
当
該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

趣
旨
に
合
致
し
た
事
業
を
実
施
し
、

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
当
該
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
活
動
に
よ
り
構
築
さ
れ
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
さ
ら
に
強
化
さ
せ

る
よ
う
な
事
業
を
実
施
す
る
事
業
者

（
拠
点
組
織
）
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

情
報
関
連
分
野
に
お
い
て
は
、
以
下

の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

《
事
業
名
》 

　
沖
縄
Ｉ
Ｔ
新
事
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
構
築
事
業 

《
事
業
実
施
者
》 

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
フ
ロ
ム

沖
縄
推
進
機
構 

《
事
業
の
概
要
》 

　
本
事
業
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
事

業
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に

協
業
体
制
構
築
に
向
け
た
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
構
築
の
重
要
性
に
対
す
る
理
解

促
進
の
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
の

開
催
の
ほ
か
、
企
業
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
年
度

は
、
前
年
度
同
様
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

拡
充
に
向
け
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等

を
開
催
す
る
ほ
か
、
人
材
・
企
業

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
運
営
ル
ー
ル
の

策
定
な
ど
具
体
的
な
協
業
体
制
構

築
に
向
け
た
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
様
々
な
人
材
ニ

ー
ズ
へ
の
対
応
が
可
能
と
な
る
よ
う
、

人
材
に
関
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
す
る
予
定
で
す
。 

     

　
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
掲
げ
た
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
企
業
サ
イ

ド
に
お
け
る
自
立
的
な
取
組
強
化
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ

の
た
め
、
今
般
、
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ

型
産
業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
（
民
間
推
進
組
織
事
務

局:

（財）
南
西
地
域
産
業
活
性
化
セ
ン

タ
ー
）
に
お
い
て
民
間
側
が
主
体
的

に
活
動
す
る
場
作
り
と
し
て
、
Ｉ
Ｔ
・

ソ
フ
ト
産
業
分
野
か
ら
饒
平
名
知
寛

氏
（
㈱
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
オ
キ
ナ
ワ
２

１
代
表
取
締
役
）
を
、
情
報
サ
ー
ビ

ス
産
業
分
野
か
ら
田
代
光
記
氏
（
㈱

Ｃ
Ｓ
Ｋ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
常

務
執
行
役
員
）
を
代
表
と
す
る
戦
略

推
進
の
た
め
の
「
情
報
関
連
産
業
部

会
幹
事
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
併

せ
て
経
済
産
業
部
に
お
け
る
支
援
体

制
強
化
の
た
め
の
組
織
拡
充
を
図
り
、

こ
の
両
輪
体
制
の
構
築
に
よ
り
沖
縄

に
お
け
る
情
報
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の

形
成
（
自
立
化
）
に
向
け
た
取
組
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。 

     

　
大
型
の
Ｉ
Ｔ
開
発
事
業
の
受
注
、

Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
誘
致
の
促
進
及
び

人
材
の
確
保
を
図
る
た
め
、
首
都
圏

で
活
動
す
る
関
東
・
沖
縄
Ｉ
Ｔ
協
議

会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ロ
ム
沖
縄
推
進

機
構
な
ど
が
参
加
す
る
広
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
組
織
を
設
置
し
て
お
り
、
広

域
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
や
共

有
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
等
を
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
の
二
次
利
用
に
関
す
る
仕
組

み
作
り
や
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
と
地
元
Ｉ
Ｔ
企
業
等
と

の
連
携
可
能
性
な
ど
に
係
る
検
討
も

実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
新
た

な
取
組
と
し
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
用
ロ

ボ
ッ
ト
の
開
発
を
検
討
す
る
「
ロ
ボ

ッ
ト
研
究
会
」
も
始
動
し
ま
し
た
。 

　
次
ペ
ー
ジ
で
は
、
取
組
事
例
と
し

て
「
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
」

を
具
体
的
に
紹
介
し
ま
す
。 

  

1
特集 

ＯＫＩＮＡＷＡ型産業振興プロジェクト 
　　　　　　　　　（沖縄総合事務局経済産業部）のＨＰ 

http://ogb.go.jp/move/ 
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Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
型
産
業

振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

―
第
２
回
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア

　
「
得
意
技
・
集
客
！
」
― 

 

　
情
報
関
連
産
業
グ
ル
ー
プ
で
は
、

Ｉ
Ｔ
分
野
の
会
員
企
業
の
企
業
間
連

携
の
促
進
及
び
販
路
拡
大
を
目
的
と

し
て
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
等
の
展
示
及

び
発
表
を
平
成
18
年
９
月
26
日
に
実

施
し
ま
し
た
。 

　
昨
年
に
引
き
続
い
て
開
催
す
る
「
Ｉ

Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
」
で
は
、

Ｉ
Ｔ
の
活
用
に
よ
っ
て
、
経
営
課
題

の
解
決
を
提
案
す
る
も
の
で
あ
り
、

各
出
展
企
業
が
選
定
さ
れ
た
テ
ー
マ

に
沿
っ
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
等
を
紹
介

し
て
お
り
ま
す
。 

　
今
回
の
フ
ェ
ア
で
は
、
「
得
意
技
・

集
客
！
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と

し
て
、
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
県
内
選
り
す
ぐ

り
の
集
客
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
（
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
や
電
子
取
引
等
の
シ
ス
テ
ム
）

を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。 

　
出
展
企
業
は
、Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
型

産
業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
会
員
企
業
で
あ
る
㈱
Ｏ
Ｃ
Ｃ
、㈱

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
沖
縄
、㈱
ジ
ー
エ
ヌ
エ
ー
、

㈱
ジ
ャ
ス
ミ
ン
ソ
フ
ト
、㈱
情
報
シ
ス
テ

ム
ヘ
ル
パ
ー
、㈱
ス
テ
イ
ジ
ー
、㈱
創
和
ビ

ジ
ネ
ス
・マ
シ
ン
ズ
、㈱
り
ゅ
う
せ
き
、㈱

レ
イ
メ
イ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
合
計
９
社
で

し
た
。 

　
来
場
者
等
の
実
績
で
は
、１
テ
ー
マ

の
商
品
発
表
の
平
均
来
場
者
数
31
人

（
昨
年
27
人
）、展
示
企
業
個
別
ブ
ー
ス

へ
の
平
均
来
場
者
数
35
人（
昨
年
22
人
）、

発
生
し
た
平
均
商
談
件
数
４
件（
昨

年
３
件
）と
昨
年
の
フ
ェ
ア
の
実
績
を
そ

れ
ぞ
れ
上
回
っ
て
い
ま
す
。 

　
当
フ
ェ
ア
で
は
、
販
路
拡
大
の
ほ

か
、
企
業
間
連
携
も
目
的
の
ひ
と
つ

で
あ
り
ま
す
が
、
㈱
り
ゅ
う
せ
き
と

㈱
レ
イ
メ
イ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
は
、

昨
年
の
フ
ェ
ア
に
出
展
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
㈱
り
ゅ
う
せ
き

の
オ
ー
ト
コ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
と
㈱
レ

イ
メ
イ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
Ｐ
Ｏ
Ｓ
シ

ス
テ
ム
を
融
合
し
た
シ
ス
テ
ム
の
商

品
化
に
成
功
し
、
今
回
の
フ
ェ
ア
に

出
展
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
事
例
は
、
企
業
間
連
携
に
よ

る
新
商
品
開
発
の
モ
デ
ル
事
例
と
な

る
も
の
で
す
が
、
こ
の
他
、
今
回
の

出
展
企
業
同
士
が
連
携
し
た
新
商
品

開
発
の
検
討
事
例
の
報
告
も
あ
り
、

「
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
」

と
い
う
場
が
う
ま
く
活
用
さ
れ
た
と

考
え
て
い
ま
す
。 

　
今
回
の
フ
ェ
ア
は
、
昨
年
よ
り
活

況
を
呈
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、

推
進
機
関
及
び
出
展
企
業
等
の
関
係

者
が
そ
れ
ぞ
れ
昨
年
の
経
験
を
活
か

し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。 

　
今
後
も
改
善
す
べ
き
点
の
把
握
に

務
め
、
次
回
以
降
の
取
組
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

Special Edition

●激化する自治体間の誘致競争 
●高度技術をもつ人材の不足 
●事業を維持・拡大する人材の不足 
●拡大している市場と業界 
●県内での活動企業への支援不足 
●中国、インドの台頭 

●良好な活動環境の提供（通信回線使用料補助、　
若年労働者の雇用に対する補助等） 
●全国から人材の受入支援 
●人材の育成システムの確立支援 
●事務所提供等の県外企業の誘致支援 
●事業拡大、高付加価値化を進める際の金融措置 
　等の拡大 
●国際競争力確保のための連携の促進 
●人材確保に向けた業界・人材のステイタス向上 

Ｉ
Ｔ
・
ソ
フ
ト
産
業 

情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業 

●高度技術をもつ人材の不足 
●高度技術をもつ企業の不足 
●大学卒技術者の流出 
●新サービスの提供の可能性 

●全国から人材の受入支援（特に沖縄県出身者のＵ
ターン促進） 
●企業誘致の促進と県内企業との連携による新事業・
周辺産業創出  
●県内への就職支援及び創業支援の充実 
●沖縄型オフショア開発の仕組みづくり  
●人材確保に向けた業界・人材のステイタス向上 

●高度支援産業としての 
　成長・拡大 
 
●競争力ある集積の実現 

●コールセンターの 
　集積拡大  
 
●地元企業との連携及び 
　周辺産業創出 

目標 
3,300億円 

現状と課題 
2,000億円 取り組むべき事業 

情報サービス産業の集積を活かした 高度で多様な連携を形成するＩＴアイランドの実現 

★情報関連産業分野★ 
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2
特集 開発建設部 

日本本土と中国・東南アジア諸国等の中間に位置する沖縄。琉球王朝時代は、 

この地理的な優位性を活かして中継貿易の拠点として栄えました。 

産業のグローバル化が進む現在、 

沖縄における国際物流のあり方をディスカッションし、 

沖縄の自立型経済構築に向けた戦略を、皆様と一緒に考えます。 

 

 

　
沖
縄
は
琉
球
王
朝
時
代
に
は
中
国

や
南
方
諸
国
へ
日
本
の
刀
剣
や
扇
子

な
ど
を
運
び
、
日
本
・
朝
鮮
へ
は
胡

麻
・
象
牙
な
ど
を
運
ぶ
と
い
う
中
継

貿
易
に
よ
り
大
い
に
栄
え
ま
し
た
。 

　
一
方
、
現
在
の
沖
縄
の
国
際
物

流
の
状
況
は
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
？ 

　
那
覇
港
に
お
い
て
新
た
に
コ
ン

テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
供
用
し
、
中

城
湾
港
新
港
地
区
で
流
通
加
工
型

産
業
の
集
積
が
進
む
な
ど
明
る
い

要
素
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
直

行
航
路
が
少
な
い
た
め
中
国
か
ら

の
貨
物
が
一
度
本
土
の
港
湾
を
経

由
し
て
か
ら
入
っ
て
く
る
、
あ
る

い
は
沖
縄
の
貨
物
が
集
中
す
る
那

覇
港
周
辺
の
道
路
渋
滞
が
発
生
す

る
等
、
沖
縄
県
に
と
っ
て
好
ま
し

く
な
い
状
況
が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。 

     

　
現
在
、
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
ア

ジ
ア
地
域
は
世
界
に
お
け
る
生
産
拠

点
、
消
費
市
場
と
し
て
急
速
に
経
済

成
長
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
日
本

と
ア
ジ
ア
地
域
の
経
済
交
流
は
ま
す

ま
す
拡
大
し
、
相
互
依
存
の
関
係
が

深
ま
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
世
界
情
勢
の
中
、
日

本
本
土
と
中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
の
中

間
に
位
置
す
る
沖
縄
は
、
か
つ
て
中

継
貿
易
で
栄
え
た
よ
う
に
、
国
際
物

流
関
連
産
業
の
集
積
に
よ
る
新
た
な

産
業
の
振
興
の
チ
ャ
ン
ス
を
迎
え
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
国
際
物
流
産
業
が
集
積
す
る
こ
と

に
よ
り
、
今
ま
で
ど
う
し
て
も
日
本

本
土
と
比
べ
て
不
利
で
あ
っ
た
物
流

コ
ス
ト
の
低
減
が
図
ら
れ
、
さ
ら
に

県
内
産
業
の
競
争
力
も
強
化
さ
れ
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

　
沖
縄
の
自
立
型
経
済
の
構
築
を
実

現
化
す
る
た
め
に
は
、
「
国
際
物
流
」

は
非
常
に
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い

る
の
で
す
。 
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沖
縄
の
経
済
的
自
立
の
た
め
に
重

要
な
国
際
物
流
で
す
が
、
一
言
で
物

流
と
い
っ
て
も
そ
の
分
野
は
非
常
に

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
港
湾
・
道
路

の
整
備
、
荷
物
を
運
ぶ
海
運
・
陸
運
、

製
品
の
製
造
業
・
荷
主
企
業
、
さ
ら

に
は
製
品
を
買
う
皆
様
等
様
々
な
分

野
か
ら
物
流
は
成
り
立
っ
て
い
る
の

で
す
。
当
然
、
こ
れ
ら
を
ト
ー
タ
ル

で
考
え
る
研
究
も
必
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。
従
っ
て
、
行
政
の
み
な
ら
ず

沖
縄
県
民
（
産
・
学
・
官
）
が
一
体

と
な
っ
て
国
際
物
流
に
つ
い
て
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
一
方
で
、
今
ま
で
述
べ
て
き
た
よ

う
な
国
際
物
流
に
つ
い
て
は
、
重
要

性
が
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
皆
様
の

認
知
度
が
低
い
の
が
現
状
で
す
。 

　
今
回
我
々
が
開
催
す
る
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
、
物
流
関
係
者
の
み
な

ら
ず
広
く
県
民
の
皆
様
に
国
際
物
流

が
沖
縄
で
果
た
す
役
割
の
重
要
性
を

知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
沖
縄

の
国
際
物
流
、
さ
ら
に
は
自
立
型
経

済
の
構
築
に
つ
い
て
皆
様
と
一
緒
に

検
討
し
て
い
く
第
一
歩
と
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

　
12
月
９
日
（
土
）
の
13
時
30
分

〜
沖
縄
か
り
ゆ
し
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー

ト
・
ナ
ハ
で
開
催
す
る
国
際
物
流
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
足
を
運
び
、
沖
縄
の

将
来
・
「
万
国
之
津
梁
」
の
復
活
に

つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

 

日時：平成18年12月9日（土） 13：30～15：30
場所：沖縄かりゆしアーバンリゾート・ナハ 

「アジアにおける国際物流の現状」 
立命館アジア太平洋大学　汪　正仁　教授 

湧川善充　㈱メイクマン  代表取締役社長 
渕辺美紀　㈱ビジネスランド  代表取締役社長 
汪　正仁　立命館アジア 太平洋大学 教授　 

入場 
無料 基　調　講　演 

「沖縄における今後の国際物流戦略について」 

●パネリスト 

●コーディネーター 

●司会 

柏原英郎　北海道大学公共政策大学院特任教授・ 
（社）日本港湾協会会長 

當銘直美　沖縄県広報番組“うまんちゅひろば”キャスター 

参加申込 

郵便番号、住所、氏名、電話番号、年齢、職業をご記入の上、 
ＦＡＸ・ハガキ・メールでお申込み下さい。 

沖縄総合事務局開発建設部港湾計画課内　シンポジウム事務局 

〒900-8530　那覇市前島2-21-7 
 

パネルディスカッション 

お問い合せ・お申し込み先 
TEL：098（860）1214（平日8：30～17：15） 
FAX：098（860）1000（24時間受付） 
E-mail：butsuryu@ogb.cao.go.jp 
 

シンポジウムの 

お申込みはこちら！ 

FAXやハガキ、 
EメールでもOK！ 
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個
人
消
費
を
み
る
と
、
百
貨
店
は
、

ほ
ぼ
前
年
並
み
と
な
っ
て
い
る
。
主

要
ス
ー
パ
ー
は
、
新
規
出
店
も
あ
っ

て
主
力
の
飲
食
料
品
が
堅
調
な
こ
と

か
ら
、
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
。
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
も
店
舗
数
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
前
年
を
上

回
っ
て
い
る
。  

　
耐
久
消
費
財
の
動
向
を
み
る
と
、

家
電
販
売
は
、
薄
型
テ
レ
ビ
が
好
調

  

　
観
光
入
込
客
数
は
、長
雨
、台
風
の

影
響
な
ど
か
ら
６
月
、７
月
は
前
年
を

下
回
っ
た
も
の
の
、８
月
は
前
年
を
上
回

り
、単
月
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。  

　
主
要
ホ
テ
ル
の
客
室
稼
働
率
は
新
規

ホ
テ
ル
と
の
競
合
な
ど
か
ら
前
年
を
下

回
っ
て
い
る
も
の
の
、客
室
単
価
は
客
室

改
修
な
ど
か
ら
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
。

 

観
光
関
連
施
設
入
場
者
数

は
前
年

を
上
回
っ
て
い
る
。  

  

　
雇
用
情
勢
を
み
る
と
、
新
規
求
人

数
、
就
業
者
数
は
増
加
し
て
お
り
、

有
効
求
人
倍
率
は
緩
や
か
に
改
善
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
改
善
の
動
き
が

続
い
て
い
る
。 

管
内
経
済
情
勢
報
告 

管
内
経
済
は
、
観
光
が
引
き
続
き
好
調
に
推
移
し
て
い
る
ほ
か
、
個
人
消
費
は
堅
調
、
住
宅
建
設
は
好
調
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、 

全
体
と
し
て
は
緩
や
か
な
回
復
が
続
い
て
い
る
。 

SHIGOTONO*MADO

01
財務部 

総括判断 
H18年7月 

緩やかな回復が続いている 

H18年10月 

緩やかな回復が続いている 

前回との比較 

堅
調
と
な
っ
て
い
る 

引
き
続
き
好
調
に
推
移 

改
善
の
動
き
続
く 

■
住
宅
建
設  

住
宅
建
設
を
新
設
住
宅
着

工
戸
数
で
み
る
と
、
持
家
、
貸
家
、
分
譲

い
ず
れ
も
前
年
を
上
回
っ
て
お
り
、
好
調

な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。        

        

■
設
備
投
資
　
18
年
度
の
設
備
投
資
計
画

額
を
法
人
企
業
景
気
予
測
調
査
（
18
年
７

〜
９
月
期
）
で
み
る
と
、
全
産
業
で
は
57

・
７
％
の
増
加
と
前
年
度
を
上
回
る
見
通

し
と
な
っ
て
い
る
。 

 

■
公
共
事
業
　
公
共
事
業
の
動
向
を
み
る

と
、
公
共
工
事
前
払
金
保
証
請
負
額
（
累

計
）
は
、
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
。 

 

■
生
産
活
動
　
生
産
活
動
を
み
る
と
、
金

属
製
品
で
は
、
県
外
向
け
で
動
き
が
み
ら
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な
こ
と
な
ど
か
ら
前
年
を
上
回
っ
て

い
る
。
新
車
販
売
は
普
通
乗
用
車
及

び
軽
自
動
車
が
前
年
を
上
回
っ
て
い

る
も
の
の
、
小
型
乗
用
車
が
前
年
を

下
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
体
で

は
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
。
中
古
車

販
売
は
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
。  

　
こ
の
よ
う
に
、
個
人
消
費
は
堅
調

な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

　
こ
の
よ
う
に
観
光
は
引
き
続
き
好
調

に
推
移
し
て
い
る
。
　  

　
先
行
き
に
つ
い
て
も
、予
約
状
況
は

好
調
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
　 

■大型小売店等販売額、家電卸売額、新車登録台数（前年比） 

■主要ホテルの客室稼働率（前年差）、客室単価（前年比） ■観光入込客数 

■有効求人倍率（季調値） ■新規求人数、県外からの受求人数（前年比） 

れ
る
も
の
の
、
公
共
工
事
の
減
少
や
競
合

に
よ
り
低
調
に
推
移
し
て
い
る
。
食
料
品

で
は
、
食
肉
加
工
品
は
県
外
向
け
が
順
調

な
も
の
の
、
酒
類
は
県
外
向
け
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
前
年
並
で
推
移
し

て
い
る
。
窯
業
・
土
石
で
は
、
官
公
需
向

け
は
引
き
続
き
低
調
な
も
の
の
、
民
需
向

け
は
高
水
準
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
か
ら

前
年
を
上
回
っ
て
い
る
。  

　
こ
の
よ
う
に
、
生
産
活
動
は
引
き
続
き

弱
含
み
で
推
移
し
て
い
る
。 

 

■
企
業
収
益
　
経
常
利
益
を
法
人
企
業
景

気
予
測
調
査
（
18
年
７
〜
９
月
期
）
で
み

る
と
、
18
年
度
上
期
は
、
製
造
業
、
非
製

造
業
と
も
「
増
益
」
と
み
て
い
る
こ
と
か

ら
、
全
産
業
で
は
11
・
３
％
の
「
増
益
」

見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。  

　
18
年
度
下
期
は
、
製
造
業
で
「
減
益
」

と
み
て
い
る
も
の
の
、
非
製
造
業
で
「
増

益
」
と
み
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
産
業
で

は
５
・
０
％
の
「
増
益
」
見
通
し
と
な
っ

て
い
る
。
　  

　
18
年
度
通
期
は
、
製
造
業
、
非
製
造
業

と
も
「
増
益
」
と
み
て
い
る
こ
と
か
ら
、

全
産
業
で
は
８
・
５
％
の
「
増
益
」
見
通

し
と
な
っ
て
い
る
。 

 

■
企
業
の
景
況
感
　
貴
社
の
景
況
判
断
Ｂ

Ｓ
Ｉ
を
法
人
企
業
景
気
予
測
調
査
（
18
年

７
〜
９
月
期
）
で
み
る
と
、
製
造
業
で
は

上
昇
企
業
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
上
昇
」
超
幅
が
縮
小
し
て
い
る
。
非
製

造
業
で
は
建
設
な
ど
は
下
降
企
業
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
下
降
」
超
幅
が

縮
小
し
て
い
る
。  

　
こ
の
結
果
、
全
産
業
で
は
「
下
降
」
超

幅
が
縮
小
し
て
い
る
。 

04

06
0703

05
02
01
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「
牛
の
個
体
識
別
の
た
め
の
情
報
の

管
理
及
び
伝
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

に
基
づ
き
、出
生
ま
た
は
生
体
で
輸
入

し
た
牛
は
、個
体
識
別
番
号
が
印
字
さ

れ
た
耳
標
を
装
着
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
牛
の
出
生
か
ら
と
畜
ま
で
の
生
産
段

階
で
は
、個
体
識
別
番
号
に
よ
り
個
体

情
報
を
一
元
的
に
管
理
し
、流
通
・
消
費 

段
階
で
は
牛
肉
に
表
示
さ
れ
た
個
体

識
別
番
号
を
伝
達
・
表
示
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、牛
海
綿
状
脳
症（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
）の
ま 

ん
延
防
止
や
牛
肉
の
安
全
性
に
対
す
る

消
費
者
の
信
頼
確
保
を
図
っ
て
い
ま
す

（
牛
肉
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
制
度
）。 

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、こ
の
制
度

を
推
進
す
る
た
め
、農
家
や
と
畜
場
、

卸
売
・
小
売
業
者
及
び
特
定
料
理
提
供

業
者
へ
の
立
入
検
査
や
指
導
等
を
実
施

し
て
い
ま
す
。 

1 

生
産
段
階
の
取
組 

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、（
独
）家
畜

改
良
セ
ン
タ
ー
に
登
録
さ
れ
て
い
る
県

内
の
全
て
の
農
家
等
に
対
し
、飼
養
し

て
い
る
全
て
の
牛
の
耳
標
装
着
の
確
認
、

出
生
や
異
動
等
の
報
告
が
適
切
に
行

わ
れ
て
い
る
か
、立
入
検
査
・
指
導
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

 

①（
独
）家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
に
ア
ク
セ
ス
し
、農
家

ご
と
の
牛
の
リ
ス
ト
を
取
得
。 

 

②
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
た
牛
が
実

際
に
飼
養
さ
れ
て
い
る
か
等
を
確

認
。（
立
入
検
査
） 

③
リ
ス
ト
と
牛
を
照
合
し
た
結
果
、

出
生
報
告
や
転
出
入
の
報
告
、あ

る
い
は
死
亡
報
告
を
し
て
い
な
い

牛
が
あ
れ
ば
、異
動
報
告
す
る
よ

う
、指
導
等
を
行
い
ま
す
。 

  

「
牛
肉
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
ティ
制
度
」に
係
る 

 
沖
縄
総
合
事
務
局
の
取
組
。 

SHIGOTONO*MADO

02
農林水産部 

牛
肉
に
表
示
さ
れ
た
番
号
か
ら
、
生
産
履
歴
が
分
か
り
ま
す 

（独）家畜改良センター  
 

全国の酪農家や肉用牛農家
のリスト及び全国で飼養さ
れている全ての牛が登録さ
れています。 

出生、転出入、死
亡等の異動報告
は固定電話、携帯
電話からでも報
告できます。 

牛のリストには、農家の
住所、電話番号、飼養さ
れている全ての牛の個
体識別番号が記載され
ています。 

１頭・１頭、全ての
牛をリストと照合
し、確認します。 

QA 牛の生産履歴は
どのように見れ
ば良いですか？ （

独
）家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
、個
体
識
別
番
号 

を
入
力
す
る
こ
と
で
、そ
の
牛
の
品
種
や
、

い
つ
・
ど
こ
で
生
ま
れ
、育
て
ら
れ
、と

畜
さ
れ
た
か
な
ど
の
情
報
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

1STEP2STEP
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2 

流
通
・
消
費
段
階
の
取
組 

　
県
内
の
牛
肉
の
卸
売
業
者
や
小
売

業
者
及
び
ス
テ
ー
キ
店
・
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ

店
・
焼
肉
店
・
す
き
や
き
店（
以
下
、 「
特

定
料
理
提
供
業
者
」
と
い
う
。）に
対
し
、

牛
肉
の
個
体
識
別
番
号
の
表
示
と
牛

肉
の
取
引
の
状
況
を
記
載
し
た
帳
簿

等
の
備
え
付
け
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い

る
か
、立
入
検
査
・
指
導
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

　
ま
た
、個
体
識
別
番
号
が
適
正
に
伝

達
・
表
示
さ
れ
て
い
る
か
確
認
す
る
た
め
、

卸
売
業
者
や
小
売
業
者
及
び
特
定
料

理
提
供
業
者
か
ら
肉
を
購
入
し
、と
畜

場
で
枝
肉
か
ら
採
取
さ
れ
た
同
一
個
体

識
別
番
号
の
肉
と
、Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
よ

り
照
合
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

①
県
内
の
卸
売
・
小
売
業
者
及

び
特
定
料
理
提
供
業
者
の
店
舗

へ
行
き
、
国
産
牛
肉
の
個
体
識

別
番
号
が
表
示
さ
れ
て
い
る
か

確
認
、 

ま
た
、
牛
肉
の
取
引
帳

簿
が
あ
る
か
確
認
し
、
そ
の
帳

簿
に
取
引
記
録
の
必
須
事
項
が

記
載
さ
れ
て
い
る
か
確
認
。
帳

簿
は
１
年
ご
と
に
閉
鎖
し
、
２

年
間
保
存
し
ま
す
。
　 

（
立
入
検
査
）
　 

 

②
個
体
識
別
番
号
が
表
示
さ
れ

て
な
か
っ
た
り
、取
引
帳
簿
に
不

備
が
あ
れ
ば
、改
善
の
指
導
等
を

行
い
ま
す
。 

02
01

04

06
0703

05

牛肉の取引帳簿の記録（例） 

取引記録の必須事項 
①個体識別番号 
②仕入れ年月日 
③仕入れの相手方 
（氏名又は名称及び住所） 
④仕入れた牛肉の重量 

小売業者が牛肉製品の表示ラベルで 
掲示している例 

特定料理提供業者が店内の 
ホワイトボードで掲示している例 

小
売
店
の
牛
肉
に
表
示
さ
れ
て
い
る
個
体
識
別
番
号
、

ま
た
は
焼
肉
店
な
ど
に
店
頭
表
示
さ
れ
て
い
る
個
体 

識
別
番
号
か
ら
牛
の
生
産
履
歴
が
わ
か
り
ま
す
。
携

帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
で
牛
肉
の
生
産
履
歴
を
確
認
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

3STEP4STEP

住所は、仕入先一覧表を作成する
などして、明らかにしておく必要が
ある。 
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農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策 

 

　
農
地
や
農
業
用
水
等
の
資
源
は
、農
家

が
農
業
を
営
む
基
盤
で
あ
る
と
同
時
に
、農

業
生
産
以
外
に
も
、さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を

果
た
す
大
切
な
国
民
共
有
の
財
産
で
す
。 

　
沖
縄
の
さ
と
う
き
び
畑
地
や
台
風
か
ら

農
作
物
を
守
る
防
風
林
な
ど
も
、沖
縄
の

美
し
い
海
を
背
景
に
沖
縄
独
特
の
農
村
景

観
を
形
成
し
、沖
縄
の
貴
重
な
資
源
で
あ

り
ま
す
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、農
村
集
落
で
は
、高
齢

化
や
混
住
化
が
進
行
し
て
、農
地
や
農
業

用
水
な
ど
の
資
源
を
守
る
「
ま
と
ま
り
」
が

弱
ま
っ
て
お
り
、資
源
の
保
全
が
困
難
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、国
民
の
環
境
へ
の
関
心
が
高
ま
る

中
で
、環
境
を
重
視
し
た
農
業
生
産
へ
の
取

組
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
こ
と
か
ら
、農
林
水
産
部
で
は
、地
域

ぐ
る
み
で
行
う
効
果
の
高
い
共
同
活
動
と
、

農
業
者
ぐ
る
み
で
行
う
先
進
的
な
営
農
活

動
に
対
し
て
支
援
す
る
「
農
地
・
水
・
環
境

保
全
向
上
対
策
」
を
平
成
１９
年
度
か
ら
導

入
い
た
し
ま
す
。 

　
こ
の
対
策
に
は
共
同
活
動
へ
の
支
援
と
営

農
活
動
へ
の
支
援
が
あ
り
ま
す
。 

①
共
同
活
動
へ
の
支
援
に
つ
い
て 

　
共
同
活
動
へ
の
支
援
と
は
、農
家
、

地
域
住
民
、水
土
里
ネ
ッ
ト
な
ど
多

様
な
主
体
か
ら
な
る
活
動
組
織
を

つ
く
り
、農
地
や
水
路
な
ど
の
長
寿

命
化
に
つ
な
が
る
維
持
管
理
や
、生

態
系
の
保
全
、景
観
形
成
な
ど
農

村
環
境
を
保
全
す
る
活
動
に
対
し
、

国
、県
及
び
市
町
村
が
支
援
す
る

も
の
で
、活
動
す
る
区
域
の
農
地
面

積
に
応
じ
た
支
援
金
が
交
付
さ
れ

ま
す
。 

②
営
農
活
動
へ
の
支
援
に
つ
い
て 

　
営
農
活
動
へ
の
支
援
と
は
、共
同

活
動
へ
の
支
援
が
行
わ
れ
る
地
域
の

う
ち
、一
定
の
地
域
で
ま
と
ま
り
を

持
ち
、化
学
肥
料
や
化
学
合
成
農

薬
を
原
則
５
割
以
上
低
減
す
る
先
進
的
な

営
農
へ
の
取
組
に
対
し
て
、取
組
面
積
に
応

じ
て
支
援
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。 

　
併
せ
て
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
認
定
が
必
要
で

す
。
ま
た
、地
域
の
農
業
者
に
よ
る
環
境
負

荷
低
減（
技
術
検
証
や
普
及
な
ど
）に
向
け

た
営
農
基
礎
活
動
の
取
組
を
行
う
集
落
等

に
対
し
て
支
援
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。 

 

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
に
つ
い
て
 

SHIGOTONO*MADO

03
農林水産部 

平
成
１９
年
度
か
ら
新
し
い
制
度
「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

01
02

04

06

農
林
水
産
部
で
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
行
う
効
果
の
高
い
共
同
活
動
と
、 

農
業
者
ぐ
る
み
で
行
う
先
進
的
な
営
農
活
動
に
対
し
て
支
援
す
る 

「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
」
を
平
成
１９
年
度
か
ら
導
入
い
た
し
ま
す
。 

07

05

03

①共同活動への支援 
農地・水等を守り、質を高める効果の高い共同活動を支援 

②営農活動への支援 
地域の環境保全に向けた先進的な営農活動を支援 

農業者 

活動組織の例 

エコファーマー 

■ 景観植物維持管理 

■ 土づくり、化学肥料・農薬の低減 

農地面積支払 

取組面積に応じた支払 ＋ 集落等を単位とする支援 

地域住民 
参加型 

自治会 

水土里ネット 
JA等 

地域 
住民 

都府県 
水田 

畑 

草地 

北海道 

（10a当たり単価） 

※国と地方自治体の支援の合計額 

基礎支援の水準 

■ 先進的営農支援 

■ 営農基礎活動支援 

（例）10a当たり単価 
サトウキビ　3,000円 

集落等を単位とする支援 
20万円／地区 
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研
究
会
の
背
景
と
目
的 

　
沖
縄
に
お
け
る
環
境
関
連
産
業
振
興
の

基
本
計
画
で
あ
る
「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ア
イ

ラ
ン
ド
沖
縄
構
想
」で
は
、「
環
境
関
連
ビ
ジ

ネ
ス
の
企
業
化
の
促
進
と
資
源
の
地
域
内

循
環
の
推
進
」
を
掲
げ
て
お
り
、具
体
的
に

は
、 

①
環
境
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
の
促
進
、 

②
資
源
循
環
型
農
業
等
の
推
進
、 

③
建
設

廃
材
の
リ
サ
イ
ク
ル
及
び
廃
棄
物
の
建
設
資

材
化
の
推
進
、④
島
嶼
型
資
源
循
環
シ
ス
テ

ム
の
構
築
、⑤
複
合
・
集
中
的
な
リ
サ
イ
ク
ル・

廃
棄
物
処
理
施
設
の
整
備
の
必
要
性
等
を

示
し
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
現
実
は
、管
理
型
最
終
処
分
場

の
逼
迫
等
の
諸
課
題
を
抱
え
、今
後
、製
造

産
業
に
対
し
、大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
可

能
性
が
指
摘
さ
れ
る
等
、環
境
保
全
に
関

す
る
取
組
は
遅
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、各
省

庁
や
自
治
体
、企
業
等
団
体
の
取
組
が
そ
れ

ぞ
れ
独
自
の
ベ
ク
ト
ル
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
原
因
の
一つ
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
そ
こ
で
本
研
究
会
で
は
、国
や
自
治
体
、

大
学
や
企
業
等
が
一
堂
に
会
し
、環
境
負
荷

低
減
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
情
報
交
流
を

図
り
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、沖
縄
の
環
境
保

全
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め
の
方
策
を
探

る
と
共
に
、環
境
ビ
ジ
ネ
ス
の
持
続
的
な
発

展
に
向
け
た
重
層
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形

成
し
、各
団
体
の
主
体
的
な
取
組
を
加
速

化
す
る
こ
と
で
、島
嶼
完
結
型
の
循
環
シ
ス

テ
ム
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。 

 

第
一
回
研
究
会
開
催 

　
十
月
十
二
日
の
第
一
回
研
究
会（
委
員
長

　
池
田
孝
之
　
琉
球
大
学
工
学
部
教
授
）

が
開
催
さ
れ
、以
下
の
テ
ー
マ
で
情
報
交
流

が
図
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
、企
業
、自
治
体
等
、

多
く
の
方
々
の
積
極
的
な
参
加
を
呼
び
か

け
て
い
き
ま
す
。 

①
環
金
武
湾
地
域
に
お
け
る
環
境
調
和
型

ま
ち
づ
く
り
構
想
に
つ
い
て【
金
武
湾
開

発
推
進
連
絡
協
議
会（
う
る
ま
市
）】 

②
ハ
イ
ド
ロ
カ
ル
チ
ャ
ー
な
ど
屋
上
緑
化
に

係
る
取
組
に
つ
い
て【（
株
）ト
リ
ム
】 

③
レ
ン
タ
ル
自
転
車
事
業
の
取
組 

　【
Ｎ
Ｐ
Ｏ
し
ま
づ
く
り
ネ
ッ
ト
】 

④
沖
縄
に
お
け
る
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
の

促
進
に
つ
い
て 

　【
沖
縄
総
合
事
務
局
農
林
水
産
部
】 

⑤
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て 

　【
沖
縄
総
合
事
務
局
経
済
産
業
部
】 

 

　
質
疑
で
は
、①
各
省
庁

に
お
け
る
施
策（
バ
イ
オ
マ

ス
タ
ウ
ン
、エ
コ
タ
ウ
ン
、リ

サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
等
）と

自
治
体
の
街
づ
く
り
構

想
と
の
連
携
や
、②
地
域

連
携（
都
市
部
と
農
村
部
）

の
必
要
性
、③
街
づ
く
り

構
想
の
具
体
化
へ
向
け
た

実
証
試
験
等
の
施
策
展

開
の
重
要
性
、④
国
内
外

の
先
進
事
例
の
報
告
を

提
案
す
る
等
の
意
見
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

     

SHIGOTONO*MADO

04
経済産業部 

経
済
産
業
部
は
、
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
型
産
業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
た
重
層
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
た
め
、 

環
境
調
和
型
の
街
づ
く
り
を
テ
ー
マ
と
す
る
研
究
会
を
設
置
し
ま
し
た
。 

沖
縄
環
境
調
和
型
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
に
つ
い
て
 

（
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
）
 

01
02

0703

05
06

04
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沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
沖
縄
に
お

け
る
港
湾
の
姿
や
果
た
す
べ
き
役
割

を
ま
と
め
た
「
沖
縄
に
お
け
る
新
世

紀
港
湾
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
平
成
13
年
３

月
に
策
定
し
ま
し
た
。 

 

　
そ
れ
か
ら
５
年
以
上
が
経
過
し
、

沖
縄
の
経
済
社
会
活
動
を
支
え
、
物

流
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る

港
湾
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変

化
し
て
き
て
い
ま
す
。 

　
例
え
ば
、
那
覇
港
で
は
、
平
成
18

年
１
月
よ
り
国
内
初
と
な
る
民
間
タ

ー
ミ
ナ
ル
オ
ペ
レ
ー
タ
に
よ
る
国
際

コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
本
格
運
営

を
開
始
し
ま
し
た
。
中
城
湾
港
で
も

特
別
自
由
貿
易
地
域
等
へ
の
企
業
立

地
も
進
ん
で
い
ま
す
。 

 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
変
化
を
的
確

に
捉
え
、
島
嶼
県
沖
縄
の
港
湾
が
物

流
面
で
現
在
抱
え
て
い
る
問
題
点
を

把
握
し
、
そ
の
解
決
に
向
け
た
方
策

を
検
討
し
て
い
く
た
め
「
沖
縄
に
お

け
る
新
た
な
物
流
構
想
基
礎
検
討
委

員
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。 

 

　
第
一
回
委
員
会
で
は
、
今
港
湾
の

物
流
の
現
状
等
を
議
論
し
、
現
在
抱

え
て
い
る
問
題
点
を
的
確
に
捉
え
る

た
め
、
港
湾
関
係
者
に
広
く
ア
ン
ケ

ー
ト
等
を
行
う
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。 

　
12
月
15
日
（
金
）
に
行
わ
れ
る
第

二
回
委
員
会
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等

の
結
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
東
ア
ジ
ア

に
お
け
る
沖
縄
の
港
湾
の
可
能
性
や

現
状
の
物
流
面
で
の
評
価
を
議
論
す

る
予
定
で
す
。 

 

　
今
年
度
は
年
明
け
に
も
う
１
回
委

員
会
を
行
い
検
討
を
進
め
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
来
年
度
に
は
新
た
な
沖

縄
に
お
け
る
港
湾
の
長
期
構
想
を
策

定
す
る
予
定
で
す
。 

 

　
委
員
会
は
、
公
開
で
行
わ
れ
ま
す
。

少
し
で
も
興
味
を
持
た
れ
た
ら
是
非

会
場
に
足
を
お
運
び
下
さ
い
。 

 

沖
縄
に
お
け
る
新
た
な
物
流
構
想
基
礎
検
討
委
員
会 

(

第
二
回
委
員
会)

の
開
催
に
つ
い
て 

SHIGOTONO*MADO

05
開発建設部 

01
02

04

06

　
本
委
員
会
は
、島
嶼
県
沖
縄
に
お
い
て
港
湾
が
物
流
面
で
現
在
抱
え
て
い
る
問
題
点
を
把
握
し
、 

そ
の
解
決
方
策
を
検
討
す
る
た
め
の
委
員
会
で
す
。
１０
月
１９
日
（
木
）に
開
か
れ
た
第
一
回
委
員
会
に
引
き
続
き
、 

第
二
回
委
員
会
を
１２
月
１５
日
（
金
）に
開
催
し
ま
す
。 

0703

05

第2回委員会 
12月15日（金）開催 
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当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、大
宜
味
村

の
大
保
ダ
ム
サ
イ
ト
に
お
い
て
、内
閣
府

特
命
大
臣（
代
理 : 

武
田
内
閣
府
審
議

官
）、国
土
交
通
大
臣（
代
理 : 

平
井
河

川
整
備
調
整
官
）、沖
縄
県
知
事（
代

理 
: 

嘉
数
副
知
事
）、地
元
選
出
国
会

議
員
を
は
じ
め
、行
政
関
係
者
や
地
元

住
民
の
方
々
な
ど
約
2
2
0
名
の
出
席

を
い
た
だ
い
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

　
開
式
の
後
、竹
林
沖
縄
総
合
事
務
局

長
よ
り
主
催
者
を
代
表
し
て
の
祝
辞
が

述
べ
ら
れ
、内
閣
府
特
命
大
臣（
代
理
）

よ
り
沖
縄
振
興
を
推
進
す
る
立
場
か
ら
、

ま
た
、国
土
交
通
大
臣（
代
理
）よ
り
安

全
・
安
心
の
国
土
づ
く
り
を
推
進
す
る

立
場
か
ら
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
、沖
縄
県

知
事（
代
理
）か
ら
は
、「
長
期
的
に
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
水
事
情
が
予
想
さ

れ
る
中
、県
内
第
二
の
規
模
と
な
る
大

保
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
で
沖
縄
県

の
水
事
情
が
更
に
改
善
さ
れ
る
も
の
と

期
待
す
る
」
と
い
う
祝
辞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。そ
の
後
、横
森
北
部
ダ
ム
事
務

所
長
か
ら
工
事
経
過
報
告
等
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
定
礎
の
儀
で
は
、国
頭
サ
バ
ク
イ（
サ

バ
ク
イ
と
は
琉
球
王
国
時
代
の
山
林
担

当
の
役
人
の
こ
と
で
、当
時
国
頭
か
ら

王
府
へ
献
木
さ
れ
た
か
し
の
木
を
引
く

と
き
の
村
人
の
心
意
気
を
歌
っ
た
唄
）

の
曲
に
あ
わ
せ
て
、横
森
北
部
ダ
ム
事

務
所
長
の
先
導
で
定
礎
石
が
搬
入
さ
れ
、

続
い
て
来
賓
お
よ
び
工
事
関
係
者
の
方
々

に
よ
り
「
鎮
定
の
儀
」・「
斎
鏝
の
儀
」・

「
斎
槌
の
儀
」
が
厳
か
に
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
式
典
は
、コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
打
設
し
て
礎
石
の
埋
納
を
行
い
、

佐
藤
開
発
建
設
部
長
の
発
声
に
よ
る

参
加
者
全
員
で
の
万
歳
三
唱
、地
元
選

出
の
国
会
議
員
並
び
に
関
係
市
町
村

長
に
よ
る
玖
珠
球
の
披
露
と
進
み
、滞

り
な
く
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

　
今
回
の
定
礎
式
を
節
目
に
、大
保
ダ

ム
本
ダ
ム
の
建
設
も
最
盛
期
を
迎
え
る

こ
と
と
な
り
ま
す
が
、工
事
の
安
全
な

施
工
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、こ
の

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
保
全
に
最
大

限
に
配
慮
し
な
が
ら
、洪
水
被
害
の
軽

減
と
沖
縄
本
島
の
安
定
し
た
水
資
源

の
確
保
に
役
立
つ
こ
と
は
も
と
よ
り
、地

域
の
皆
様
に
広
く
親
し
ま
れ
る
地
域

資
源
と
し
て
の
大
保
ダ
ム
の
一
日
も
早
い

完
成
を
目
指
し
、建
設
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。 

　
今
回
の
定
礎
式
の
様
子
や
、大
保
ダ

ム
の
概
要
な
ど
を
、北
部
ダ
ム
事
務
所
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
お
り
ま
す
。 

（H
P
:http://w

w
w
.dc.ogb.go.jp/ho

kudam
u/

）興
味
を
も
た
れ
た
方
は
、

ど
う
ぞ
こ
ち
ら
も
一
度
ご
覧
下
さ
い
。 

 

SHIGOTONO*MADO

06
開発建設部 

定
礎
式
と
は
、ダ
ム
の
基
礎
が
立
ち
上
が
っ
た
こ
と
を
記
念
す
る
と
と
も
に
、ダ
ム
の
本
格
的
な
築
造
に
際
し
、ダ
ム
の
永
久
堅
固
と
安
泰
並

び
に
工
事
の
安
全
な
施
工
を
祈
願
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
う
も
の
で
す
。
大
保
ダ
ム
は
、平
成
１７
年
度
で
本
ダ
ム
の
基
礎
掘
削
を
終
了
し
、

平
成
１８
年
３
月
末
よ
り
本
体
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。 

開
発
建
設
部
が
大
保
川
水
系
大
保
川
で
平
成
2
年
度
よ
り
建
設
を
進
め
て
い
る
大
保
ダ
ム
の
定
礎 

式
が
、
平
成
１８
年
１０
月
１９
日
に
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

大
保
ダ
ム
の
定
礎
式
を
行
い
ま
し
た 

01
02

04
0703
06
05

ち
ん
て
い 

い
み
ご
て 

い
み
つ
ち 
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9
月
22
日
〜
23
日
　
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
で
「
Y
O
K
O
S
O
！

J
A
P
A
N 

ト
ラ
ベ
ル
マ
ー
ト 

2
0
0
6
秋
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ト
ラ
ベ
ル
マ
ー
ト
は
昨
年
か
ら
開

催
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
は 

「
Ｊ

Ａ
Ｔ
Ａ
世
界
旅
行
博
　
2
0
0
6
」

及
び
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
見
本
市
で
あ

る
「
I
M
E
2
0
0
6
（
第
16
回
国

際
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
エ
キ
ス
ポ
）
」
と

の
同
時
開
催
で
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

開
催
地
と
し
て
の
日
本
の
魅
力
も
含

め
て
海
外
の
バ
イ
ヤ
ー
に
幅
広
く
ア

ピ
ー
ル
し
、
海
外
か
ら
の
訪
日
旅
行

者
増
を
目
指
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
外

国
人
旅
行
者
の
訪
日
旅
行
）
商
談
会

が
、
日
本
各
地
の
地
方
公
共
団
体
、

宿
泊
施
設
等
観
光
関
係
事
業
者
約

2
9
0
企
業
・
団
体
（
セ
ラ
ー
）
と

28
の
国
・
地
域
か
ら
の
約
2
0
0
名

の
外
国
人
バ
イ
ヤ
ー
の
間
で
行
わ
れ

ま
し
た
。 

 

沖
縄
か
ら
は
沖
縄
総
合
事
務
局･

沖

縄
県
・
沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ビ
ュ
ー
ロ
ー
と
旅
行
業
者
、
ホ
テ
ル

業
等
６
社
が
連
携
し
て
参
加
し
ま
し
た
。 

　
沖
縄
で
は
商
談
会
に
先
立
ち
9
月

18
日
か
ら
21
日
ま
で
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ

プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
フ
ァ
ム
ト
リ

ッ
プ
と
は
、
訪
日
外
国
人
客
の
拡
大

に
向
け
て
、
送
客
主
体
で
あ
る
旅
行

会
社
等
を
対
象
に
実
施
さ
れ
る
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
ツ
ア
ー
の
こ
と
で
す
。
沖

縄
は
韓
国
を
中
心
に
英
国
、
ロ
シ
ア
、

ノ
ル
ウ
エ
ー
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か

ら
の
バ
イ
ヤ
ー
16
名
を
受
け
入
れ
、

ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
や
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
リ

ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の
沖
縄
の
魅
力
を

ア
ピ
ー
ル
し
、
沖
縄
へ
の
外
国
人
観

光
客
の
誘
客
を
図
り
ま
し
た
。
ト
ラ

ベ
ル
マ
ー
ト
会
場
で
は
、
フ
ァ
ム
ト

リ
ッ
プ
で
沖
縄
に
来
ら
れ
た
バ
イ
ヤ

ー
の
方
々
が
、
沖
縄
の
セ
ラ
ー
と
商

談
を
し
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
の
ト
ラ
ベ
ル
マ
ー
ト
で
、
海

外
か
ら
沖
縄
へ
の
ツ
ア
ー
が
造
成
さ
れ
、

沖
縄
に
外
国
の
お
客
様
が
増
え
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

「
Y
O
K
O
S
O
！
J
A
P
A
N
 

     

ト
ラ
ベ
ル
マ
ー
ト 

2
0
0
6 

秋
」
開
催 

SHIGOTONO*MADO

07
運　輸　部 

01
02

04
07
06

「
Y
O
K
O
S
O
! 

J
A
P
A
N 

ト
ラ
ベ
ル
マ
ー
ト
2
0
0
6
秋
」
は
、政
府
の
2
0
1
0
年
訪
日
旅
行
者
1
，0
0
0
万

人
達
成
を
目
標
に
し
た
「
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
一
環
と
し
て
進
め
る
事
業
で
海
外
の
旅
行
業
者
･
メ
デ

ィ
ア
と
日
本
の
旅
行
素
材
（
宿
泊
･
運
輸
等
）
業
者
と
が
個
別
の
情
報
交
換
や
ビ
ジ
ネ
ス
交
渉
を
行
う
旅
行
業
関
係
者
の
た

め
の
大
商
談
会
で
す
。
 

03

05
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去る9月26日、金融行政に対する理解を深めてもらうことを目
的に、メルパルク沖縄において当部主催による「金融庁業務説明会」
が開催され、金融・保険・証券業界などから約100名の方々が出
席されました。 
　第一部では、金融庁総務企画局の谷口審議官から、「金融行政
と地域金融を巡る動向」と題して、地域密着型金融の推進のため
には、事業再生・中小企業金融の円滑化、利用者の保護・利便性
向上に引き続き取り組んでいくことが、将来の望ましい金融シス
テムには重要であるとの説明がありました。続いて第二部では、
同局市場課の平下専門官から、平成18年6月に成立した「金融商
品取引法制」の主な改正点について、具体的な説明がありました。 
　また、その後地元金融機関トップとの意見交換会も開かれ、「地
域密着型金融」、「金融検査評定制度」などについて意見が交わ
されました。 
 

金融庁業務説明会開催 財　務　部 

 平成１８年 
船員労働安全衛生月間の実施 
 

運　輸　部 

陸上労働者に比べて
発生率の高い船員の災害や、
疾病（特に近年割合が高
くなっている生活習慣病）
の防止について、船舶所
有者及び船員の意識を高
めようと、９月を船員労
働安全衛生月間とし、各
種の行事を展開しました。 
　まず、９月１日（金）
に沖縄県水産会館において船員、船舶所有者、関係機関等多数の
参加のもと船員災害防止大会が開かれ、心を新たにして、船員の
災害の絶無と健康の維持を目指した日々の活動を推進していくこ
ととする大会宣言がなされました。 
　この後、「生活習慣病をめぐって」の演題で沖縄産業保健推進
センター産業保健相談員川平昌秀氏による特別講演が行われました。
　このほか、会場には、作業用救命衣、安全靴、救命浮環等、船
員の保護具の展示場も開設され、年々機能が増している保護具に
参加者らの関心が集まりました。 
　また、月間中は、訪船指導員が、県内各港に停泊中の船舶を訪れ、
海中転落事故を防ぐための舷梯（岸壁と船舶を結ぶ梯子）の設置
状況、飲用水の水質等、数十の項目についての点検指導を行いま
した。　　　　　　　　　 
 

琉球エステ・スパセミナーを開催 経済産業部 

経済産業部が推進する「OKINAWA型産業振興プロジェクト」の健康関
連産業分野では、これまで参画している健康食品関係企業に加え、保養、医

療分野に対象を拡大した、沖縄健康産業クラスター形成に取り組んでいます。 

　ブロジェクトではこの保養分野において、特にエステ・スパが沖縄の健康

長寿と観光産業を支える重要なサービスであるとの認識に基づき、顧客満

足度が高く安全で安心、かつ沖縄らしいエステ・スパのあり方を検討しブラ

ンド化を図ることを目的に、このたび「琉球エステ・スパ研究会」を発足しま

した。この発足を記念し、去る９月２５日に那覇市内のホテルにおいて「第１

回琉球エステ・スパセミナー～沖縄健康産業におけるエステ・スパの可能

性～」を開催しました。 

　講演会では、研究会の山川杉乃氏より、

ブランド化に向けたガイドラインの作成や

沖縄の産業まつりへの出展事業など、研

究会の今後の取組について説明を行い

ました。また琉球大学の平良教授より、沖

縄健康産業クラスター形成に向けたこれ

までの取組について紹介しました。特別

講演では日本エステティック協会理事の

島上和則氏より、国内外のスパトレンドに

ついて紹介しながら、沖縄のエステ・スパ

産業の有望性を挙げ、今後は沖縄の特徴

を活かしながらどうアジアと差別化を図

ることが重要との提案がありました。 

「２００６自動車点検整備推進運動」の実施 運　輸　部 

自動車使用者の皆様には、自動車の不具合による交通事故や公
害の防止を図る必要から、適切な保守管理及び点検・整備の実施が義
務付けされています。 
　運輸部では、自動車使用者の皆様に自動車の点検・整備を確実に実
施して頂くため、本年９月から１０月までの２ヶ月間を自動車点検整備推
進強化月間として関係機関及び関係団体の協力のもと「自動車点検
整備推進運動」を実施しました。 
　本運動を効果的に実施するため、期間中に整備管理者研修を集中
的に開催し、全８回、合計７８９名の整備管理者及びこれから整備管理者
になる者に本運動のチラシを配布して点検・整備の大切さや重要性を
説明して確実な実施を呼びかけました。 
　「人と車と環境との調和のとれた車社会」を形成するためには、自
動車の使用者一人一人が自己の責任において、常に自動車の保守管
理を確実に実施することが大切です。 
　今後も、自動車使用者の皆様のご理解とご協力をよろしくお願い致
します。 
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Ⅰ
・
青
年
海
外
協
力
隊
の
合
格
者
、沖
縄
ト
ッ
プ
！？ 

 

Ⅱ
・
広
が
る
沖
縄
の 

　
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

数字の小道 す う じ の  

こ み ち  

　
J
I
C
A
沖
縄
で
は
、
58
ヵ
国
に

2
2
7
名（
S
43
〜
H
17
年
度
）の

青
年
海
外
協
力
隊
を
派
遣
し
て
お
り
、

1
5
3
ヵ
国
6
，4
4
7
名（
S
57

〜
H
17
年
度
）の
海
外
研
修
生
を
受

け
入
れ
て
い
ま
す
。
国
際
協
力
や
国

際
交
流
を
と
お
し
て
、こ
れ
だ
け
の
国
々

と
関
わ
り
を
も
ち
、つ
な
が
り
を
も
つ

こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、沖
縄
に
と
っ

て
大
き
な
誇
り
で
あ
り
、財
産
と
い

え
ま
す
。（
図
―
2
） 

　
ま
た
、記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

先
月
、世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
4
回
目
を
迎

　
J
I
C
A（
ジ
ャ
イ
カ
）や
青
年
海

外
協
力
隊
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

J
I
C
A
は
独
立
行
政
法
人
国
際

協
力
機
構（Japan 

International 

C
ooperation A

gency

）の
略
称
で
、

開
発
途
上
国
の
国
造
り
と
人
々
の

生
活
向
上
を
支
援
す
る
政
府
関
係

機
関
で
す
。
J
I
C
A
沖
縄
国
際
セ

ン
タ
ー（
J
I
C
A
沖
縄
）で
は
、開

発
途
上
国
の
行
政
官
や
技
術
者
を

対
象
に
、I
T
、自
然
環
境
保
全
、保

健
医
療
な
ど
の
分
野
で
技
術
研
修

を
行
っ
て
い
る
他
、J
I
C
A
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
募
集
広
報
に
係
る
事
業
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
青
年
海
外
協
力
隊
は
、開
発
途

上
国
へ
派
遣
さ
れ
る
J
I
C
A
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
一つ
で
す
。シ
ニ
ア
海
外
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
も
含
め
た

J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
全
体
の
合

計
派
遣
実
績
で
は
、全
国
と
比
し
て

ま
だ
多
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
　
　

　
し
か
し
な
が
ら
、注
目
す
べ
き
は

近
年
、青
年
海
外
協
力
隊
に
つ
い
て

県
内
の
応
募
者
数
と
合
格
者
数
が

多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
平
成
17

年
度
に
お
い
て
は
、そ
の
対
象
年
齢

人
口（
20
〜
39
歳
）あ
た
り
の
応
募

者
数（
全
国
２
位
）と
合
格
者
数（
全

国
１
位
）が
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
な
っ
て
い

ま
す
。（
図
―
１
） 

　
こ
れ
は
、昔
な
が
ら
の
ユ
イ
マ
ー
ル

精
神
を
引
き
継
い
で
き
た
県
内
の
若

い
人
々
が
近
年
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
国
際

感
覚
や
国
際
意
識
を
持
ち
は
じ
め
、

彼
ら
が
も
つ
知
識
や
技
術
を
国
際
協

力
・
貢
献
に
生
か
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
の
強
い
表
れ
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。 

　
沖
縄
県
は
、琉
球
王
朝
時
代
に
は

「
万
国
津
梁
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
、交
易
に
よ
り
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

を
か
け
め
ぐ
り
、ま
た
、米
統
治
下

時
代
を
経
験
し
、復
帰
後
も
米
軍

基
地
を
抱
え
る
な
ど
、外
国
人
や
異

文
化
と
接
す
る
生
活
が
身
近
に
あ

る
と
い
う
歴
史
的
な
背
景
や
環
境

が
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
土
地
柄

で
生
ま
れ
育
っ
て
き
た
若
い
人
々
が
、

外
国
に
関
心
を
も
ち
、世
界
に
目
を

向
け
て
き
た
と
い
え
ま
す
。こ
の
こ
と

は
、米
軍
基
地
内
で
働
く
人
も
多
い

沖
縄
県
に
お
い
て
、日
本
英
語
検
定

協
会
が
実
施
す
る
実
用
英
語
技
能

検
定（
英
検
）の
合
格
者
数（
人
口
10

万
人
当
た
り
）が
平
成
17
年
に
は
全

国
で
最
も
多
く
な
っ
て
お
り
、英
語

力
習
得
の
意
識
が
高
い
こ
と
か
ら
も

伺
え
ま
す
。 
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え
た
今
大
会
は
、海
外
か
ら
過
去
最

多
の
4
，3
9
3
人
が
参
加
し
、移

住
世
代
の
功
績
を
踏
ま
え
、ウ
チ
ナ

ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
担
う
次
世
代
の

育
成
を
図
り
、世
界
に
広
が
る
ウ
チ

ナ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
継
承
さ
ら
に
は

深
化
・
拡
充
を
目
指
し
た
も
の
と
な

り
、大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。 

 
現
在
、世
界
各
国
で
活
躍
す
る
ウ

チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
は
36
万
人
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
沖
縄
県
の
推
計
に
よ
る
と
、

在
外
日
系
人
に
占
め
る
沖
縄
県
系

人
数
の
割
合
は
約
12
％
と
な
っ
て
お

り
、一
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を

有
す
る
人
々
が
世
界
に
雄
飛
し
活

躍
し
て
い
る
こ
と
は
、他
地
域
で
は
類

を
み
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

Ⅲ
・
沖
縄
が
国
際
化
を 

　
目
指
す
に
あ
た
っ
て 

〜
ヒ
ト
と
ヒ
ト
と
の
つ
な
が 

り
を
ど
う
生
か
す
？
？
〜 

  　
今
日
の
世
界
は
経
済
、文
化
な
ど

の
様
々
な
分
野
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、ボ

ー
ダ
レ
ス
化
が
進
展
し
、地
域
間
、諸

国
間
の
相
互
依
存
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。 

　
現
在
、内
閣
府
に
お
い
て
は
、沖
縄

振
興
計
画
に
基
づ
き
、沖
縄
県
の
自

立
に
向
け
て
施
策
を
展
開
し
て
い
ま

す
。本
計
画
の
中
で
、沖
縄
の
歴
史
的
、

地
理
的
特
性
を
踏
ま
え
、わ
が
国
だ

け
で
な
く
、ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の

社
会
経
済
及
び
文
化
の
発
展
に
寄

与
す
る
地
域
の
形
成
を
目
指
す
と

し
て
、施
策
の
大
き
な
柱
に
位
置
付

け
、沖
縄
県
の
国
際
交
流
拠
点
の
形

成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。 

　
沖
縄
県
の
国
際
交
流
行
政
は
、世

界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
の
実
施
等

で
み
ら
れ
る
よ
う
に
、世
界
で
活
躍

す
る
沖
縄
県
系
人
、い
わ
ゆ
る
「
世

界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
」
を
活
用
し
て

い
こ
う
と
他
府
県
と
は
違
う
ユ
ニ
ー

ク
な
展
開
を
見
せ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、青
年
海
外
協
力
隊
の
派
遣

や
技
術
研
修
員
の
受
入
等
に
代
表

さ
れ
る
国
際
協
力
等
は
、開
発
途
上

国
の
人
々
と
沖
縄
の
人
々
が
互
い
に

行
き
来
す
る
こ
と
で
、知
識
や
技
術

の
交
換
の
機
会
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

お
互
い
の
国

に
興
味
を
も
ち
、

理
解
を
深
め

る
こ
と
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る

と
い
う
意
見

も
聞
か
れ
ま

し
た（
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
参
照
）。 

　
彼
ら
が
伝

道
師
と
な
っ
て

沖
縄
を
紹
介

し
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
く
効
果
、

ま
た
、ウ
チ
ナ

ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
有
効
に

活
用
し
て
い

く
こ
と
は
、経

済
や
文
化
等

の
各
分
野
に
お
け
る
人
的
・
物
的
交

流
の
促
進
に
つ
な
が
る
大
き
な
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て
い
ま
す
。
今
後
、

沖
縄
県
が
国
際
交
流
拠
点
を
目
指

し
、さ
ら
な
る
発
展
を
成
し
遂
げ
る

上
で
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
や
国
際

協
力
を
と
お
し
た
人
的
交
流
の
継

続
は
、確
か
な
近
道
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
着
実
に
歩
み
進

ん
で
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。 
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報
通
信
産
業
の
振
興
は
、

沖
縄
の
自
立
型
経
済
の
構

築
に
向
け
た
重
要
な
柱
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

様
々
な
施
策
が
推
進
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
沖
縄
の
情
報
通

信
産
業
は
県
外
か
ら
約
1
0
0
社

の
企
業
が
進
出
し
、
約
1
万
人
の

雇
用
創
出
が
実
現
す
る
な
ど
、
着

実
に
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
近
年
で
は
、
国
内
に
お
け

る
情
報
通
信
関
連
企
業
の
誘
致
競

争
が
激
化
し
、
さ
ら
に
低
廉
な
運

用
コ
ス
ト
や
豊
富
な
人
材
が
誘
因

と
な
り
、
中
国
や
イ
ン
ド
に
進
出
・

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
す
る
企
業
が

増
え
て
い
ま
す
。
 

 

の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
内

閣
府
で
は
、
本
年
４
月
か

ら
情
報
通
信
産
業
に
お
け
る
先
導

的
な
取
組
や
振
興
施
策
等
に
つ
な

が
る
よ
う
、
幅
広
く
意
見
交
換
を

行
う
た
め
の
研
究
会
を
開
催
し
、

9
月
14
日
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て

の
報
告
会
が
那
覇
市
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
 

 

告
会
で
は
、
県
内
の
産
業

界
を
中
心
に
約
3
0
0
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
冒
頭
、

本
研
究
会
を
主
宰
す
る
平
井
前
内

閣
府
大
臣
政
務
官
よ
り
「
沖
縄
Ｉ

Ｔ
産
業
発
展
の
第
２
ス
テ
ー
ジ
へ
」

と
題
し
た
基
調
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
基
調
講
演
で
は
、
沖
縄
が
参

考
と
す
べ
き
モ
デ
ル
と
し
て
、
情

報
通
信
産
業
の
振
興
に
よ
り
大
き

な
経
済
成
長
を
遂
げ
た
イ
ン
ド
洋

の
島
国
、
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
共
和
国

に
つ
い
て
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
沖
縄
に
お
け
る
情
報
通
信

産
業
の
振
興
は
、
沖
縄
の
た
め
だ

け
で
な
く
、
日
本
全
体
の
た
め
に

な
る
と
い
う
観
点
か
ら
行
わ
れ
る

べ
き
と
の
考
え
方
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
 

 

調
講
演
に
続
い
て
、
本
研

究
会
に
お
い
て
参
加
者
か

ら
提
案
さ
れ
た
様
々
な
構
想
に
つ

い
て
、
東
京
側
、
沖
縄
側
そ
れ
ぞ

れ
か
ら
取
り
ま
と
め
の
報
告
が
あ

り
、
Ｙ
Ｒ
Ｐ
研
究
開
発
推
進
協
会

か
ら
、
国
内
の
情
報
通
信
産
業
の

集
積
地
の
成
功
事
例
と
し
て
、
横

須
賀
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
（
神
奈
川

県
横
須
賀
市
）
の
紹
介
が
あ
り
、

沖
縄
と
連
携
を
図
っ
て
い
く
構
想

の
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
 

 

後
に
、
「
新
た
な
沖
縄
Ｉ

Ｔ
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
の
宮
城
琉
球
大
学
工

学
部
長
の
進
行
に
よ
り
、
パ
ネ
リ

ス
ト
の
嘉
数
北
海
道
情
報
大
学
副

学
長
、
南
郷
沖
縄
県
情
報
産
業
協

会
副
会
長
、
奥
井
オ
ク
イ
・
ア
ン

ド
・
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
代
表
取
締
役

社
長
、
宜
名
真
沖
縄
県
観
光
商
工

部
長
、
占
部
内
閣
官
房
参
事
官
、

花
木
内
閣
府
参
事
官
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
沖
縄
に
お

け
る
オ
フ
シ
ョ
ア
の
あ
り
方
、
人

材
育
成
の
重
要
性
、
国
や
県
の
役

割
な
ど
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

告
会
終
了
後
に
引
き
続
い

て
開
催
さ
れ
た
意
見
交
換

会
に
も
多
数
の
参
加
が
あ
り
、
参

加
者
ど
う
し
が
活
発
に
意
見
交
換

す
る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
、
情
報

通
信
産
業
の
振
興
に
係
る
期
待
の

大
き
さ
が
伺
え
ま
し
た
。
今
後
、

内
閣
府
に
お
い
て
は
、
本
研
究
会

で
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
提
案
に
つ

い
て
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
具
体

化
の
た
め
の
検
討
会
を
開
催
し
、

沖
縄
に
お
け
る
情
報
通
信
産
業
の

更
な
る
振
興
に
向
け
て
議
論
を
続

け
て
い
く
予
定
で
す
。
 

 

新
・
情
報
通
信
産
業
振
興
の
た
め
の
 

　
　
　
　
　
　
研
究
会
報
告
に
つ
い
て
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I N F O R M A T I O N お　知　ら　せ 

　経済産業部では、コンテンツ（映像、音楽等）を専門に担当する「コン

テンツ産業支援室」を、９月１日に設置しましたのでお知らせします。 

　同支援室では、沖縄のコンテンツ産業支援を図るため、積極的に以下の

役割を果たしていくこととしております。 

 

①コンテンツ産業の振興策の企画立案、情報収集など 

②コンテンツを用いた観光集客サービス事業振興等他産業との連携推進 

③内外のコンテンツ関連企業の沖縄における相談窓口 

④沖縄のフィルムコミッション等との連携拠点 

⑤国際コンテンツカーニバル実施の際の沖縄におけるサポート　　等 

 

「コンテンツ産業支援室」を設置 

　親事業者と下請事業者との取引（下請取引）については，「下請代金支払遅延等防止法」や「下請中小企業振興法」による

振興基準において，親事業者（発注者）の義務や禁止行為などのルールが定められています。国では，定期的に下請取引の実

態を調査するなど，下請取引適正化のための指導を行っています。 

１１月は下請取引適正化推進月間です。 

下請代金支払遅延等防止法 下請中小企業振興法 

【親事業者の義務】 
○取引条件等を記載した注文書の交付 

○下請取引に関する事項を記載した書類の作成と保存 

○下請代金の支払期日を定めること 

○遅延利息の支払 

【親事業者の禁止行為】 
○受領拒否 

○下請代金の支払遅延 

○下請代金の減額 

○返品 

○買いたたき 

○物の購入強制・役務の利用強制 

○報復措置 

○有償支給原材料等の対価の早期決済 

○割引困難な手形の交付 

○不当な経済上の利益の提供要請 

○不当な給付内容の変更・やり直し 

 

【振興基準】 
○下請事業者の生産性の向上及び製品若しくは 

　情報成果物の品質若しくは性能又は役務の品質の改善 

○親事業者の発注分野の明確化及び発注方法の改善 

○下請事業者の施設又は設備の導入，技術の向上及び 

　事業の共同化 

○対価の決定の方法，納品の検査の方法その他取引条件の 

　改善 

○下請事業者の連携の推進 
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全国市町村教育委員会連合会会長賞 

「紅がたを書く人」 
沖縄市立 山内小学校5年　金城あつみ 

（財）伝統的工芸品産業振興協会会長賞 

「つぼ作り」 
南風原町立 津嘉山小学校6年　與座アンドゥル 

（財）伝統的工芸品産業振興協会会長賞 

「私を勇気づける壷屋焼き」 
名護市立 大宮中学校 3年　大城ゆり 

（財）伝統的工芸品産業振興協会会長賞 

「母の夢」 
南風原町立 南星中学校 3年　金城里胡 

沖縄総合事務局長賞 

「南の島に輝く宝」 
石垣市立 石垣中学校 2年　松本眞里絵 

沖縄県知事賞 

「私たちが受け継ぐもの」 
豊見城市立 長嶺中学校 3年　大城有希 

沖縄市立 山内小学校 

沖
縄
総
合
事
務
局
長
賞
 

「
か
す
り
を
織
る
人
」
 

　
　
　
　
　
　
　
南
風
原
町
立 

津
嘉
山
小
学
校
5
年
　
與
座
尚
希
 

沖
縄
県
知
事
賞
 

「
形
彫
り
を
す
る
人
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
宜
野
座
村
立 

松
田
小
学
校
6
年
　
仲
原
英
駿
 




